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 空気は爽やかで
も、晴れると日差
しの強い季節！ 
 庭園散策には、
お水や帽子、日傘
など、暑さ対策も
お忘れなく。 

平成３０年 
５月１０日 

発 行 

かわら版についてのお問い合わせは 小石川後楽園サービスセンター 03(3811)3015 
お客様係（協会の事業全般に関するお問い合せ）TEL  03(3232)3038 ※8：30～17：30（土日・祝日、年末年始を除く）指定管理者 公益財団法人 東京都公園協会  

お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

好評発売中 

毎週土曜日 
１０時・１３時 

英語の庭園ガイドツ
アー(無料) 開催！ 
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｢小石川後楽園｣ 

ホームページ → 検索

「公園へ行こう！」
見てね！ 

 

→ 検索 

花菖蒲を楽しむ ６月２日(土)～１７日(日) 

11月１８日(金 

 

第８５号 

開園 80 周年記念！！ 

小石川後楽園・六義園共通 
年間パスポート兼スタンプ帳 発売中！ 

 小石川後楽園と六義園の開園 80 周年を記念した

年間パスポート兼スタンプ帳を発売しています。 

発売期間は今年の 12 月２８日(金)まで、一部 2 千円

です。内容など詳しくは窓口にお問合せください。 

●集会施設『涵徳亭』は、平成 30 年 6 月～平成 31

年 3 月末の予定で建物内の改修工事を行います。 

 みなさまには、大変ご不便をおかけいたしますが、 

ご理解とご協力をお願いします。お貸出の再開時期は

決まり次第、ご案内をいたします。 

 

小石川後楽園の竹垣をみてみよう 
《昨年の様子》 

 駆け足で過ぎていった今年の桜たち。今はすっかり緑

の葉に姿を変えて、爽やかな５月の風にゆらゆらと梢を

揺らします。 

 一斉に萌え出したイロハモミジや、イチョウ、ケヤキ

などの落葉樹の葉は日ごとに色を増し、夏に涼しい木陰

をつくるための準備も着々と進めているようです。 

 あと一か月もするとやってくる梅雨の前に、心地良い

太陽の光と風を、たくさん感じてみませんか？ 

 さて、小石川後楽園では、例年６月上旬から中旬にか

けて、６６０株のハナショウブが見ごろを迎えます。そ

の時期に合わせ、今年も『花菖蒲を楽しむ』と題し、下

記の内容でお客様をお迎えします。開花情報や、催し物

の詳細など、ホームページやツイッター、お電話でご案

内をしています。優美なハナショウブに彩られた、瑞々

しい新緑の美しい田園風景をお楽しみください。 

 

『花菖蒲を楽しむ』 

 日時 ６月２日(土)～６月１７日(日) 
    ９時～１７時(最終入園は１６時３０分) 

 

①木道「花菖蒲の小道」 

期間 ６月２日(土)～６月１７日(日) 

内容 ハナショウブを間近でご覧いただけるように、 

菖蒲田の脇に木道を設置します。 

 

②大江戸玉すだれ 

日時 ６月３日(日) １１時３０分・１３時３０分 

内容 松原にて、江戸の物売りとして流行った玉すだ 

れの公演(各回約３０分・雨天中止)を行います。当日 

自由参加、参加費無料(入園料別途)です。 

 

③特別ガイドツアー「花菖蒲めぐり」 

日時 ６月１０日(日) １０時・１３時 

内容 ハナショウブについての話(各回約５０分・雨 

天中止)を聞きながら、園内をめぐります。定員２０名 

(当日先着順・涵徳亭前にて整理券を配布)、参加費無 

料(入園料別途)です。*整理券配布開始時間など、詳し 

くは HP、または窓口へ。 

 

 また、庭園ガイドボランティアによる庭園ガイドは

土・日・月曜日の１１時・１４時(各回約６０分・雨天 

中止)、庭園の印半纏(しるしばんてん・子供用あり)を 

着て記念撮影をしていただける記念撮影コーナーは、 

期間中毎日(雨天・強風時中止)開催します。 

 

 

【沼津垣(ぬまづがき)・建仁寺垣(けんにんじがき)】 

 小石川後楽園では

この春、窓口前の『沼

津垣(ぬまづがき、別

名・網代垣(あじろが

き)とも)』と呼ばれる

竹垣の更新作業を行い

ました。 

この竹垣は、細い篠

竹を斜めに編みこん

でいます。静岡県の沼

津地方で、近隣の箱根

から産出される篠竹

の一種“ハコネメダ

ケ”を使って作られた

竹 
 

竹垣が流行したことから、この名前がついたといわれます。 

 沼津垣の歴史は古く、江戸時代以前から作られていたそ

うです。江戸時代の沼津を紹介した浮世絵にも描かれてい

ます。駿河湾に面した沼津では、家や作物を強い西風から

守り、海岸からの砂を防ぐために利用されました。 

 今では作れる職人さんが少なくなり、今回の更新でも地

元・静岡県の職人さんを呼んでの作業になりました。 

 当園は、江戸から木曽路を抜けて、琵琶湖、そして京都

への旅気分を味わえるように造られています。旅に出る前

に、まずは沼津に寄った気分で一休み、記念に写真を一枚

いかがでしょうか？ 

 さらに、右の写真は、西門 

を入って左側に設置されてい 

る『建仁寺垣(けんにんじが 

き)』、沼津垣と同じく、こ 

の春に更新作業が行われまし 

た。 

 その名の通り、京都の建仁 

寺で最初に作られたからこの 

名がついたとの説もある、各 

地で最も一般的に作られてい 

る竹垣です。 

 この写真は庭園に入って左側、大堰川にかかる土橋の渡

月橋から西湖堤の先に、ほんの少しだけ見える姿を写して

みました。 

 西門を入って左側に見える時は、入口と庭園の空間を仕

切り、「この向こうには、一体どんな景色があるのだろう？」

と、ワクワクの期待感を持たせてくれ、反対側の庭園の中

から見る時は、都会のざわめく空気を遮り、景色の一部に

溶け込んでいます。竹垣の大切な役割“魅せる”と“遮る”

のために、この建仁寺垣は、庭園側と庭園入口(庭園の外側)、

両面のどちらから見ても、美しく見えるように作られまし

た(両面仕様)。のんびりとお時間のある散策の時は、少し足

を止めて、竹垣にも注目してみてくださいね。  

 

《沼津垣》 

《建仁寺垣》 


